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一
及
び
二
に
つ
い
て

独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
寄
せ
ら
れ
た
電
話
相
談
の
う
ち
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
販
売
等
に

関
す
る
相
談
件
数
は
、
お
尋
ね
の
平
成
二
十
一
年
度
は
二
千
八
百
三
十
六
件
、
ま
た
、
平
成
二
十
三
年
度
は
七
月
三
十
一
日

ま
で
で
八
百
四
十
四
件
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
訪
問
販
売
に
係
る
相
談
件
数
と
そ
れ
が
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
関
す

る
相
談
件
数
に
占
め
る
割
合
は
、
平
成
二
十
一
年
度
は
二
千
二
百
六
十
七
件
で
約
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
平
成
二
十
三
年
度
は

七
月
三
十
一
日
ま
で
で
六
百
六
件
で
約
七
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
他
方
、
寄
せ
ら
れ
た
相
談
の
中
に
は
、
発
電

量
や
補
助
金
受
給
の
可
否
に
係
る
不
実
告
知
等
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
販
売
に
お
け
る
悪
質
な
勧
誘
行
為
を
始
め

と
し
て
、
一
定
の
苦
情
が
存
在
し
て
い
る
。

政
府
と
し
て
は
業
界
団
体
に
対
し
て
、
消
費
者
窓
口
の
設
置
、
販
売
業
者
へ
の
研
修
の
実
施
等
改
善
策
の
実
施
を
要
請
す

る
と
と
も
に
、
法
令
に
違
反
す
る
行
為
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
都
道
府
県
と
連
携
し
て
厳
正
に
対
処
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
普
及
拡
大
に
伴
い
、
苦
情
の
増
加
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
法
令
の
遵
守
等

を
徹
底
し
て
ま
い
り
た
い
。

一



三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
菅
内
閣
総
理
大
臣
の
発
言
に
よ
り
、
「
訪
問
販
売
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
て
い
る
」
と
は
考
え
て
い
な
い
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
国
の
補
助
事
業
」
で
あ
る
住
宅
用
太
陽
光
発
電
導
入
支
援
対
策
費
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
申
請
件
数

や
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
価
格
の
動
向
等
を
踏
ま
え
、
今
後
の
必
要
な
予
算
措
置
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
に
係
る
短
期
、
中
期
、
長
期
の
戦
略
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論
す
る
中
で
、
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

二


